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(57)【要約】
　本発明にかかるレンズユニット（５）は、複数のレン
ズと、複数のレンズを内部で保持する筒状のレンズ保持
枠（５０）と、複数のレンズのうちのいずれかのレンズ
に設けられ、該レンズの光軸の方向に沿って段付き形状
をなす段部と、レンズ保持枠（５０）の内周面から、段
部が形成されたレンズの配置に応じて突出し、レンズ保
持枠（５０）の内周面と段部とにより形成される空間に
突出している凸部と、を備えた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のレンズと、
　前記複数のレンズを内部で保持する筒状のレンズ保持枠と、
　前記複数のレンズのうちのいずれかのレンズに設けられ、該レンズの光軸の方向に沿っ
て段付き形状をなす段部と、
　前記レンズ保持枠の内周面から、前記段部が形成されたレンズの配置に応じて突出し、
前記レンズ保持枠の内周面と前記段部とにより形成される空間に突出している凸部と、
　を備えたことを特徴とするレンズユニット。
【請求項２】
　前記凸部は、前記光軸の方向に対応する長さが、前記段部の前記光軸の方向の段の長さ
と比して小さい
　ことを特徴とする請求項１に記載のレンズユニット。
【請求項３】
　前記凸部は、前記レンズ保持枠の内周面からの突出長が、前記段部における前記光軸と
直交する方向の段の高さ以下である
　ことを特徴とする請求項１に記載のレンズユニット。
【請求項４】
　前記凸部は、前記レンズ保持枠に形成された開口部に挿抜自在に設けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載のレンズユニット。
【請求項５】
　前記レンズは、複数の前記段部を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載のレンズユニット。
【請求項６】
　前記凸部は、前記複数のレンズ、および隣接するレンズ間に設けられる間隔環からなる
レンズ群において前記レンズ保持枠の開口端側と異なる側の端部に配置されたレンズに応
じた位置に形成される
　ことを特徴とする請求項１に記載のレンズユニット。
【請求項７】
　被検体内に挿入される挿入部を有する内視鏡であって、
　請求項１に記載のレンズユニットと、
　前記レンズユニットを通過した光を受光して電気信号に変換する撮像素子と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズユニットおよび内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野においては、患者等の被検体内を観察する際に内視鏡システムが用いら
れている。内視鏡システムは、例えば撮像素子が設けられ、被検体内に挿入される挿入部
を有する内視鏡と、内視鏡にケーブルを介して接続され、撮像素子が生成した撮像信号に
応じた体内画像の画像処理を行って、体内画像を表示部等に表示させる画像処理装置とを
備える。
【０００３】
　内視鏡は、内視鏡画像を生成するため、ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）などの撮
像素子と、複数のレンズを有するレンズユニットと組み合わせて形成される撮像系を有す
る（例えば、特許文献１を参照）。レンズユニットは、１枚のレンズと、複数枚のレンズ
を接合した接合レンズと、スペーサ部材（間隔環）と、レンズ、接合レンズおよび間隔環
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を保持するレンズ保持枠等とを用いて構成され、レンズ間に間隔環を介してレンズ間の間
隔を確保した状態でレンズ保持枠に落とし込み、接着固定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２０７１７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、レンズ保持枠には一般的に金属が用いられ、レンズ保持枠に複数のレン
ズおよび間隔環を落とし込んだ後は、レンズおよび間隔環の位置や向きを確認することが
できない。例えば、光軸方向の一端面（表）と他端面（裏）の形状がほぼ対称であるレン
ズなどを落とし込む場合、外側からレンズの向きを確認できないため、表裏を間違えて落
とし込んでレンズユニットを誤って組み立ててしまうことが懸念される。この際、誤組み
立てしたレンズユニットを内視鏡に組み付けた場合、完成後の画像チェックにおいて不具
合が検出されるまで、レンズユニットの誤組み立てに気付かない。また、内視鏡完成後に
誤組み立てが判明した場合は、内視鏡を分解してレンズユニットを組み替える必要があっ
た。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、組み立ての際にレンズの誤組み立てを
容易に判定することができるレンズユニットおよび内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係るレンズユニットは、複数
のレンズと、前記複数のレンズを内部で保持する筒状のレンズ保持枠と、前記複数のレン
ズのうちのいずれかのレンズに設けられ、該レンズの光軸の方向に沿って段付き形状をな
す段部と、前記レンズ保持枠の内周面から、前記段部が形成されたレンズの配置に応じて
突出し、前記レンズ保持枠の内周面と前記段部とにより形成される空間に突出している凸
部と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係るレンズユニットは、上記発明において、前記凸部は、前記光軸の方向に対
応する長さが、前記段部の前記光軸の方向の段の長さと比して小さいことを特徴とする。
【０００９】
　本発明に係るレンズユニットは、上記発明において、前記凸部は、前記レンズ保持枠の
内周面からの突出長が、前記段部における前記光軸と直交する方向の段の高さ以下である
ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係るレンズユニットは、上記発明において、前記凸部は、前記レンズ保持枠に
形成された開口部に挿抜自在に設けられることを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係るレンズユニットは、上記発明において、前記レンズは、複数の前記段部を
有することを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係るレンズユニットは、上記発明において、前記凸部は、前記複数のレンズ、
および隣接するレンズ間に設けられる間隔環からなるレンズ群において前記レンズ保持枠
の開口端側と異なる側の端部に配置されたレンズに応じた位置に形成されることを特徴と
する。
【００１３】
　本発明に係る内視鏡は、被検体内に挿入される挿入部を有する内視鏡であって、上記の
発明に係るレンズユニットと、前記レンズユニットを通過した光を受光して電気信号に変
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換する撮像素子と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、組み立ての際にレンズの誤組み立てを容易に判定することができると
いう効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムを模式的に示す図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムのレンズユニットの構成を模
式的に示す斜視図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムのレンズユニットの構成を模
式的に示す部分断面図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムのレンズユニットの要部の構
成を模式的に示す斜視図である。
【図５】図５は、図４に示す矢視Ａ方向からみた図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムのレンズユニットの要部の構
成を模式的に示す斜視図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムのレンズユニットの要部の構
成を説明する模式図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムのレンズユニットの構成を模
式的に示す部分断面図であって、誤組み立てした場合を示す図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態の変形例に係る内視鏡システムのレンズユニットの
要部の構成を模式的に示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とい
う）を説明する。
【００１７】
（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システム１を模式的に示す図である。内視鏡
システム１は、超音波の性質を利用して、超音波を被検体、例えば被検体内の体壁に当て
、その反射を映像化するシステムである。この内視鏡システム１は、図１に示すように、
内視鏡２と、画像処理装置３と、光源装置４とを備える。内視鏡２は、一部を被検体内に
挿入可能とし、被検体の体腔で超音波を送信するとともに被検体にて反射された反射エコ
ー（超音波エコー）を受信してエコー信号を出力する機能を有する超音波内視鏡である。
内視鏡２は、エコー信号を受信して該エコー信号に応じた超音波画像を生成する画像処理
装置３、および照明用の光源を有する光源装置４とケーブルを介して接続可能である。
【００１８】
　内視鏡２は、その先端部に、画像処理装置３から受信した電気的なパルス信号を超音波
パルス（音響パルス）に変換して被検体へ照射するとともに、被検体で反射された超音波
エコーを電圧変化で表現する電気的なエコー信号に変換して出力する超音波振動子２１１
を有する。超音波振動子２１１は、コンベックス振動子、リニア振動子およびラジアル振
動子のいずれでも構わない。内視鏡２は、超音波振動子２１１をメカ的に走査させるもの
であってもよいし、超音波振動子２１１として複数の素子をアレイ状に設け、送受信にか
かわる素子を電子的に切り替えたり、各素子の送受信に遅延をかけたりすることで、電子
的に走査させるものであってもよい。
【００１９】
　内視鏡２は、図１に示すように、挿入部２１と、操作部２２と、ユニバーサルコード２
３と、コネクタ２４とを備える。なお、以下に記載する「先端側」は、挿入部２１の先端
側を意味する。また、以下に記載する「基端側」は、挿入部２１の先端から離間する側を
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意味する。
【００２０】
　挿入部２１は、被検体内に挿入される部分である。この挿入部２１は、図１に示すよう
に、先端側に設けられる超音波振動子２１１と、超音波振動子２１１の基端側に連結され
る硬性部材２１２と、硬性部材２１２の基端側に連結され湾曲可能とする湾曲部２１３と
、湾曲部２１３の基端側に連結され可撓性を有する可撓管部２１４とを備える。
【００２１】
　ここで、挿入部２１の内部には、具体的な図示は省略したが、光源装置４から供給され
た照明光を伝送するライトガイド、各種信号を伝送する複数の信号ケーブルが引き回され
ているとともに、処置具を挿通するための処置具用挿通路が形成されている。
【００２２】
　操作部２２は、挿入部２１の基端側に連結され、医師等からの各種操作を受け付ける部
分である。例えば、アングル操作、送気・送水操作、吸引操作などがある。この操作部２
２は、図１に示すように、湾曲部２１３を湾曲操作するための湾曲ノブ２２１を備える。
また、操作部２２には、挿入部２１内に形成された処置具用挿通路に連通し、当該処置具
用挿通路に処置具を挿通するための処置具挿入口２２２と、挿入部２１内に形成された送
気送水路に連通し、当該送気送水路に気体または液体を流通するための送気送水口２２３
とが形成されている。
【００２３】
　内視鏡２は、撮像光学系（後述するレンズユニット５）および撮像素子６で形成される
撮像系を有しており、被検体の消化管（食道、胃、十二指腸、大腸）、または呼吸器（気
管・気管支）へ挿入され、消化管や呼吸器、その周囲臓器（膵臓、胆嚢、胆管、胆道、リ
ンパ節、縦隔臓器、血管等）を撮像することが可能である。撮像光学系および撮像素子６
は、例えば、操作部２２の内部に設けられ、挿入部２１内に挿通されている光ファイバを
介して、挿入部２１の先端に設けられた対物レンズ（図示せず）が集光した観察光を受光
する。
【００２４】
　ユニバーサルコード２３は、操作部２２から延在し、各種信号を伝送する複数の信号ケ
ーブル、および光源装置４から供給された照明光を伝送する光ファイバ等が配設されたケ
ーブルである。
【００２５】
　コネクタ２４は、ユニバーサルコード２３の先端に設けられている。そして、コネクタ
２４は、複数の信号ケーブルを保持するスコープケーブルのコネクタ部が接続され、上述
した画像処理装置３に接続する第１コネクタ部２４１と、光ファイバ等が配設されたケー
ブルが接続され、光源装置４に接続する第２コネクタ部２４２と、を備える。
【００２６】
　以下、撮像光学系であるレンズユニットの構成について説明する。図２は、本発明の実
施の形態に係る内視鏡システム１のレンズユニット５の構成を模式的に示す斜視図である
。図３は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システム１のレンズユニット５の構成を模式
的に示す部分断面図であって、レンズユニットが保持するレンズの光軸Ｃを通過する平面
を切断面とする断面に応じた部分断面図である。
【００２７】
　レンズユニット５は、レンズ保持枠５０と、レンズＬ１～Ｌ３と、接合レンズＣＬ１～
ＣＬ３と、間隔環ＳＲ１～ＳＲ４と、ピン５４とを有する。間隔環ＳＲ１～ＳＲ４は、各
々筒状をなし、レンズ間の間隔が、最適な光路や画像倍率を確保するための間隔となるよ
う維持するスペーサの役割を担う。本実施の形態では、レンズ保持枠５０が、接合レンズ
ＣＬ１～ＣＬ３と、間隔環ＳＲ１，ＳＲ２からなるレンズ群Ｌｆ１と、レンズＬ１～Ｌ３
と、間隔環ＳＲ３，ＳＲ４からなるレンズ群Ｌｆ２と、を保持する。なお、本明細書では
、接合レンズを一枚のレンズとみなして説明する。
【００２８】
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　レンズ保持枠５０は、図２，３に示すように、筒状をなす第１筒部５１と、外周の径が
、第１筒部５１の外周の径よりも小さい第２筒部５２と、を有する。また、レンズ保持枠
５０の内部には、壁面が中心軸方向に沿って段付き形状をなす貫通孔５３が形成されてい
る。具体的には、貫通孔５３は、第１筒部５１の第２筒部５２に連なる側と異なる側の端
部から延びる第１孔部５３ａと、第１孔部５３ａから延び、第１孔部５３ａの径より小さ
い径を有する第２孔部５３ｂと、第２孔部５３ｂの第１孔部５３ａ側と反対側の端部から
延び、第２孔部５３ｂの径よりも小さい径を有する第３孔部５３ｃと、第３孔部５３ｃの
第２孔部５３ｂ側と反対側の端部から延び、第３孔部５３ｃの径よりも大きい径を有する
第４孔部５３ｄとを有する。なお、ここでいう中心軸とは、貫通孔５３の中心軸であって
、例えば光軸Ｃと平行な軸である。
【００２９】
　レンズＬ１～Ｌ３は、各々一枚のレンズからなり、間隔環ＳＲ３，ＳＲ４とともに、第
４孔部５３ｄの所定の位置に配置される。レンズＬ１～Ｌ３は、第３孔部５３ｃ側から、
レンズＬ１、間隔環ＳＲ３、レンズＬ２、間隔環ＳＲ４、レンズＬ３の順で配置され、レ
ンズＬ３の間隔環ＳＲ４側と反対側の表面がレンズ保持枠５０から外部に露出している。
レンズＬ１は、レンズ保持枠５０の開口端側とは異なる側の端部に配置されたレンズであ
って、第３孔部５３ｃと第４孔部５３ｄとがなす段部に当接している。
【００３０】
　接合レンズＣＬ１～ＣＬ３は、各々複数枚のレンズを貼り合せてなり、間隔環ＳＲ１，
ＳＲ２とともに、第１孔部５３ａおよび第２孔部５３ｂの所定の位置に配置される。接合
レンズＣＬ１～ＣＬ３は、第３孔部５３ｃ側から、接合レンズＣＬ１、間隔環ＳＲ１、接
合レンズＣＬ２、間隔環ＳＲ２、接合レンズＣＬ３の順で配置され、接合レンズＣＬ３の
間隔環ＳＲ２側と反対側の表面がレンズ保持枠５０から外部に露出している。接合レンズ
ＣＬ１は、レンズ保持枠５０の開口端側とは異なる側の端部に配置されたレンズであって
、第２孔部５３ｂと第３孔部５３ｃとがなす段部に当接している。
【００３１】
　図４は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システム１のレンズユニット５の要部の構成
を模式的に示す斜視図であって、接合レンズＣＬ１の構成を説明する図である。図５は、
図４に示す矢視Ａ方向からみた図である。接合レンズＣＬ１は、円板状をなす二枚のレン
ズを貼り合せてなる。具体的には、接合レンズＣＬ１は、図４，５に示すように、第１レ
ンズ６１と第２レンズ６２とを貼り合せてなる。ここで、第２レンズ６２には、縁端の一
部が径方向と直交する方向に切り欠かれてなる切欠き面６２ａが形成されている。接合レ
ンズＣＬ１は、第１レンズ６１と第２レンズ６２の周面を揃えて貼り合せられており、第
１レンズ６１の貼り合せ面の一部と、第２レンズ６２の切欠き面６２ａとによって、光軸
Ｃの方向に沿って段付き形状をなす段部６３が形成される。本実施の形態では、ピン５４
と段部６３とによって、誤組み立て防止手段を構成する。
【００３２】
　図６は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システム１のレンズユニット５の要部の構成
を模式的に示す斜視図であって、ピン５４の構成を説明する図である。ピン５４は、円板
状をなす頭部５４ａと、頭部５４ａの一方の表面から頭部５４ａの径より小さい径で延出
する円柱状の延出部５４ｂと、を有する。ピン５４は、第２筒部５２に形成された孔部５
２ａに挿抜自在に設けられ、延出部５４ｂの先端部が第２孔部５３ｂの壁面から突出する
。本実施の形態では、ピン５４（延出部５４ｂ）における第２孔部５３ｂの壁面からの突
出部分を凸部とする。
【００３３】
　図７は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システム１のレンズユニット５の要部の構成
を説明する模式図であって、図３に示すレンズユニット５において、光軸Ｃの方向からみ
た接合レンズＣＬ１およびピン５４を示す模式図である。第２レンズ６２の切欠き面６２
ａの長さであって、板厚方向および径方向と直交する方向の長さをｄ1、ピン５４の延出
部５４ｂの径（接合レンズＣＬ１の光軸方向に対応する長さ）をｄ2としたとき、長さｄ1
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と径ｄ2との間には、ｄ2＜ｄ1が成り立つ。また、第２レンズ６２の板厚をｄ3とすると（
図５参照）、径ｄ2と板厚ｄ3との間には、ｄ2＜ｄ3が成り立つ。このため、延出部５４ｂ
における第２孔部５３ｂの壁面からの突出部分（凸部）は、適切に組み立てられた状態に
おいて、レンズ保持枠５０（第２孔部５３ｂ）の内周面と段部６３とにより形成される空
間に突出して、該空間に収容される。なお、板厚ｄ3は、段部６３の光軸Ｃの方向の段の
長さに相当する。
【００３４】
　また、段部６３の最大高さ（接合レンズＣＬ１の光軸Ｃの方向と直交する方向の段の高
さであって、第１レンズ６１と第２レンズ６２との径方向の長さの最大差）をｄ4、ピン
５４が第２孔部５３ｂの壁面から突出する突出長をｄ5とすると、この最大高さｄ4と突出
長ｄ5との間には、ｄ5≦ｄ4が成り立つ。
【００３５】
　図３に戻り、正しく組み立てられたレンズユニット５では、接合レンズＣＬ１の段部６
３と、第２孔部５３ｂおよび第３孔部５３ｃによって形成される段部とにより形成される
空間内に、ピン５４が収容された状態となる。この際、切欠き面６２ａと延出部５４ｂの
先端とは、当接していてもよいし、非接触で近づいた状態であってもよい。
【００３６】
　レンズ保持枠５０にレンズＬ１～Ｌ３、接合レンズＣＬ１～ＣＬ３および間隔環ＳＲ１
～ＳＲ４を配設する際は、これらレンズＬ１～Ｌ３、接合レンズＣＬ１～ＣＬ３および間
隔環ＳＲ１～ＳＲ４を順に貫通孔５３内に落とし込んでいく。この際、接合レンズＣＬ１
～ＣＬ３および間隔環ＳＲ１，ＳＲ２は、第３孔部５３ｃ側から、接合レンズＣＬ１、間
隔環ＳＲ１、接合レンズＣＬ２、間隔環ＳＲ２、接合レンズＣＬ３の順で第１孔部５３ａ
および／または第２孔部５３ｂに落とし込まれていく。
【００３７】
　正しく組み立てられた場合、接合レンズＣＬ１は、段部６３によってピン５４に干渉す
ることなく、第２孔部５３ｂおよび第３孔部５３ｃによって形成される段部に当接して位
置決めされる。
【００３８】
　一方、誤って組み立てられた場合、具体的には、接合レンズＣＬ１の表裏（光軸方向の
一方および他方の面）が逆になった状態で落とし込まれた場合、第１レンズ６１の表面が
、ピン５４に当接する。図８は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システム１のレンズユ
ニット５の構成を模式的に示す部分断面図であって、誤組み立てした場合を示す図である
。
【００３９】
　接合レンズＣＬ１において、第３孔部５３ｃ側に第１レンズ６１が配置された状態で、
接合レンズＣＬ１が貫通孔５３内に落とし込まれた場合は、第１レンズ６１がピン５４に
当接して位置決めされる。このとき、第１レンズ６１は、ピン５４への係止により、第２
孔部５３ｂおよび第３孔部５３ｃによって形成される段部に当接することができず、図３
に示す位置には配置されない。この接合レンズＣＬ１が誤配置された状態で、接合レンズ
ＣＬ２，ＣＬ３および間隔環ＳＲ１，ＳＲ２を落とし込んでいくと、接合レンズＣＬ１の
ずれ量だけ移動した位置に配置される。例えば、図３に示すように、正しい組み立てで接
合レンズＣＬ１～ＣＬ３および間隔環ＳＲ１，ＳＲ２が配置された場合に、接合レンズＣ
Ｌ３の端面が、レンズ保持枠５０の端面と揃うようになっていると、誤組み立てされた際
、接合レンズＣＬ３の一部がレンズ保持枠５０の端面から突出する（図８参照）。ユーザ
は、組み立て時に、この接合レンズＣＬ３の位置を確認することによって、接合レンズＣ
Ｌ１が誤組み立てされているか否かを判断することができる。このほか、接合レンズＣＬ
３の落とし込み前に、間隔環ＳＲ２の第２孔部５３ｂからの突出量を確認したり、ピン５
４を孔部５２ａから抜いて、接合レンズＣＬ１からの光の反射を確認したりすることによ
って、接合レンズＣＬ１が誤組み立てされているか否かを判断することも可能である。
【００４０】
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　以上説明した本発明の実施の形態によれば、レンズユニット５において、接合レンズＣ
Ｌ１の一部を切り欠いて形成した段部６３を設け、第２孔部５３ｂ内にピン５４を突出さ
せることで、接合レンズＣＬ１の落とし込み方向によって、接合レンズＣＬ１とピン５４
とが干渉するか、または非干渉となるようにしたので、落とし込み方向によって接合レン
ズＣＬ１の位置が変化し、その後に落とし込まれる接合レンズＣＬ２，ＣＬ３および間隔
環ＳＲ１，ＳＲ２の位置も変化するため、レンズの誤組み立てを、レンズユニット５を組
み立てる際に容易に判定することができる。これにより、内視鏡完成前、レンズユニット
５を操作部２２内に組み付ける前に、レンズの誤組み立てを判断し、従来のような、内視
鏡完成後に誤組み立てが判明し、内視鏡を分解してレンズを入れ替えるなどの作業を防止
することができる。
【００４１】
（実施の形態の変形例）
　上述した実施の形態では、切欠き面６２ａを有する段部６３を一つ設けるものとして説
明したが、この限りでない。例えば、二以上の複数の段部を設けて、接合レンズが、光軸
のまわりに回転したときの組み付けの自由度を向上させるようにしてもよい。
【００４２】
　図９は、本発明の実施の形態の変形例に係る内視鏡システムのレンズユニットの要部の
構成を模式的に示す斜視図である。図９に示す接合レンズＣＬ４は、接合レンズＣＬ１の
第２レンズ６２に代えて、四つの切欠き面（切欠き面６４ａ～６４ｄ）が形成され、各切
欠き面６４ａ～６４ｄに応じた段部６５ａ～６５ｄを有する第２レンズ６４を備える。接
合レンズＣＬ４では、中心軸（光軸Ｃ）のまわりに９０°回転した場合であっても、正し
く組み付けを行うことができる。
【００４３】
　また、上述した実施の形態および変形例では、レンズ保持枠５０の開口端側とは異なる
側の端部に配置されたレンズである接合レンズＣＬ１を例に説明したが、他の位置に配置
されたレンズに適用してもよい。この際、誤組み立て判定対象のレンズよりも落とし込み
方向で奥側に位置するレンズまたは間隔環には、ピン５４と干渉しないようなスリットを
形成する。誤組み立てを最初に落とし込んだレンズや間隔環から判定するという点で、落
とし込み方向の最も奥側のレンズまたは間隔環において、誤組み立て防止手段（ピン５４
および段部６３）が設けられることが好ましい。
【００４４】
　また、上述した実施の形態および変形例では、レンズ保持枠５０が、複数のレンズおよ
び間隔環を有するレンズ群を保持するものとして説明したが、間隔環を有しないものであ
ってもよいし、一つのレンズを保持するものであってもよい。
【００４５】
　また、上述した実施の形態および変形例では、接合レンズＣＬ１，ＣＬ４が二枚のレン
ズを貼り付けてなるものとして説明したが、一枚のレンズの場合や、三枚以上のレンズを
貼り合せてなる接合レンズの場合であっても適用できる。この際、特に一枚のレンズでは
、光軸の方向の段の長さが、レンズの厚さよりも小さい切欠き面を有する段部を形成する
。例えば、図５に示す接合レンズＣＬ１において、第１レンズ６１および第２レンズ６２
の光軸Ｃの方向の縁端における最大厚さをｄ6とすると、光軸Ｃの方向の段の長さ（第２
レンズ６２の板厚に相当）ｄ3と最大厚さｄ6との間には、ｄ3＜ｄ6が成り立つ。
【００４６】
　また、上述した実施の形態および変形例では、第２筒部５２に対して予めピン５４が挿
通されているものとして説明したが、接合レンズＣＬ１の落とし込み前は、孔部５２ａか
ら取り外しておき、接合レンズＣＬ１の落とし込み後に、ピン５４を挿通するものであっ
てもよい。この場合、接合レンズＣＬ１の切欠き面６２ａが、ピン５４の挿通方向に対し
て若干傾斜していても、ピン５４が、切欠き面６２ａに当接して、接合レンズＣＬ１を回
転させる。このため、接合レンズＣＬ１が中心軸まわりに若干回転して落とし込まれた場
合であっても、ピン５４の挿通により、ピン５４と接合レンズＣＬ１との光軸Ｃ方向で干
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【００４７】
　また、上述した実施の形態および変形例では、第２筒部５２に対して別体でピン５４を
設けて、ピン５４の一部（延出部５４ｂの先端部）が、第２孔部５３ｂの壁面から突出す
るものとして説明したが、第２筒部５２とピン５４とを一体化し、例えば、第２孔部５３
ｂから内部に向けて突出する凸部を形成したものであってもよい。
【００４８】
　また、上述した実施の形態および変形例では、内視鏡２が、一部を被検体内に挿入可能
とし、被検体内の体壁に向けて超音波パルスを送信するとともに被検体にて反射された超
音波エコーを受信してエコー信号を出力する機能、および被検体内を撮像して画像信号を
出力する機能を有する超音波内視鏡であるものとして説明したが、例えば、被検体内を撮
像して画像信号を出力する機能のみを有する内視鏡や、被検体内の体壁に向けて超音波パ
ルスを送信するとともに被検体にて反射された超音波エコーを受信してエコー信号を出力
する機能のみを有する内視鏡であってもよい。
【００４９】
　このように、本発明は、請求の範囲に記載した技術的思想を逸脱しない範囲内において
、様々な実施の形態を含みうるものである。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　以上のように、本発明にかかるレンズユニットおよび内視鏡は、組み立ての際にレンズ
の誤組み立てを容易に判定するのに有用である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　画像処理装置
　４　光源装置
　５　レンズユニット
　２１　挿入部
　２２　操作部
　２３　ユニバーサルコード
　２４　コネクタ
　５０　レンズ保持枠
　５１　第１筒部
　５２　第２筒部
　５３　貫通孔
　５４　ピン
　６１　第１レンズ
　６２　第２レンズ
　６２ａ，６４ａ～６４ｄ　切欠き面
　６３，６５ａ～６５ｄ　段部
　ＣＬ１～ＣＬ４　接合レンズ
　Ｌ１～Ｌ３　レンズ
　Ｌｆ１，Ｌｆ２　レンズ群
　ＳＲ１～ＳＲ４　間隔環
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月17日(2017.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のレンズと、
　段付き形状をなす貫通孔が形成され、前記複数のレンズを前記貫通孔で保持する筒状の
レンズ保持枠と、
　前記レンズ保持枠の内周面と、前記複数のレンズのうちの前記貫通孔の第１の段部に当
接するレンズに設けられ、縁端の一部が径方向と直交する方向に切り欠かれてなる第２の
段部とにより形成される空間に突出する凸部と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡用レンズユニット。
【請求項２】
　前記凸部は、当該内視鏡用レンズユニットの光軸の方向に対応する長さが、前記第２の
段部の前記光軸の方向の段の長さと比して小さい
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズユニット。
【請求項３】
　前記凸部は、前記レンズ保持枠の内周面からの突出長が、前記第２の段部における当該
内視鏡用レンズユニットの光軸と直交する方向の段の高さ以下である
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズユニット。
【請求項４】
　前記凸部は、前記レンズ保持枠に形成された開口部に挿抜自在に設けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズユニット。
【請求項５】
　前記第１の段部に当接するレンズは、複数の前記第２の段部を有し、
　前記凸部は、複数の前記第２の段部のうちのいずれか一つと、前記レンズ保持枠の内周
面とにより形成される空間に突出する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズユニット。
【請求項６】
　前記凸部は、前記複数のレンズ、および該複数のレンズのうち当該内視鏡用レンズユニ
ットの光軸方向で隣り合うレンズ間に設けられる間隔環からなるレンズ群において前記レ
ンズ保持枠の開口端側と異なる側の端部に配置されたレンズに応じた位置に形成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズユニット。
【請求項７】
　前記第１の段部に当接するレンズは、互いに異なる複数のレンズを貼り合せてなる接合
レンズである
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズユニット。
【請求項８】
　被検体内に挿入される挿入部を有する内視鏡であって、
　請求項１に記載の内視鏡用レンズユニットと、
　前記内視鏡用レンズユニットを通過した光を受光して電気信号に変換する撮像素子と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡。
【請求項９】
　複数のレンズと、段付き形状をなす貫通孔が形成され、前記複数のレンズを前記貫通孔
で保持する筒状のレンズ保持枠と、を備えた内視鏡用レンズユニットの製造方法であって
、
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　前記複数のレンズのうちの前記貫通孔の第１の段部に当接する第１のレンズであって、
縁端の一部が径方向と直交する方向に切り欠かれてなる第２の段部を有する第１のレンズ
を、前記レンズ保持枠の前記貫通孔に落とし込み、前記レンズ保持枠の内周面と前記第２
の段部とにより形成された空間に、前記レンズ保持枠の内周面から突出した凸部が配置さ
れる工程と、
　前記複数のレンズのうちの前記第１のレンズ以外の第２のレンズを前記貫通孔に落とし
込む工程と、
　を含むことを特徴とする内視鏡用レンズユニットの製造方法。
【請求項１０】
　前記第１のレンズを落とし込む工程は、互いに異なる複数のレンズを貼り合せてなる接
合レンズである前記第１のレンズを、前記貫通孔に落とし込む
　ことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡用レンズユニットの製造方法。
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【国際調査報告】
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